
一般社団法人日本内視鏡外科学会 評議員選出規則 

第１条（目的） 

 この規則は、一般社団法人日本内視鏡外科学会（以下「この法人」という。）定款12条の

規定に基づき、この法人の評議員の選出に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

第２条（評議員となる者の資格） 

１ 評議員となる者は以下各号に定める要件のすべてに該当する者でなければならない。 

(1) 満67歳未満の正会員であること 

(2) 評議員となることを申請する時点で、この法人に連続７年以上会員として所属して

いること。但し、この法人が成立する以前に権利能力なき社団として存在していた

日本内視鏡外科学会に所属していた者については上記所属年数の計算にあたってそ

の期間を通算することができる。 

(3) 会費に未納がないこと。 

(4) この法人の目的に沿った研究業績が備わっていること。 

(5) 日本内視鏡外科学会総会において、直近７年のうち、４回以上の参加実績を有する

こと（総会参加証明書を提出すること)。 

２ 前項にかかわらず、消化器・一般外科、呼吸器外科、小児外科、内分泌外科を除く領

域の会員については、前項第２号のうち、「連続７年以上」を「通算５年以上」、第５号

のうち、「直近７年」を「直近５年」、「４回以上」を「３回以上」にそれぞれ読み替える

ものとする。 

第３条（応募） 

１ 評議員となることを申請する者は、この法人が定める申請書及び業績目録に所定の事

項を記入し、評議員、名誉理事長、名誉会長、名誉会員、特別会員及び監事のうち３名

（但し、同一施設からは、２名までとする）の推薦書面を得て、事務局に提出する。 

２ 前項の業績目録にて記入対象とすべき論文については、細則にて別に定める。 

第４条（選考） 

１ 前条の応募に基づき評議員選考委員会は第２条に定める要件を審査し、その結果およ

び評議員としての適格性に関する意見（以下答申という）を書面をもって理事長に報告

するものとする。 

２ 理事長は前項の答申の結果を理事会に議案として付議しなければならない。 

３ 前項による理事会の審議において承認を得た者はその日の属する事業年度の翌事業年

度から評議員に就任する。但し、この法人設立初年度の評議員については前項による理

事会の審議において承認を得た日から就任する。 

第５条（特別枠） 

１ この法人は、第２条乃至第４条の定めにより選出される評議員とは別に特別枠を設け

る。 

２ 前項の特別枠にて選出される評議員は、性別・領域・職種を問わず、内視鏡外科の発

展に寄与する者として理事が推薦した当法人の正会員とする。 

３ 前項に基づく理事の推薦は、この法人の定める推薦書面を事務局に提出することによ

って行う。 



４ 前項の推薦を受けた者は、前条各項を準用した手続を経て、評議員に就任する。 

 

第６条（会費） 

 評議員の会費は、この法人の会費に関する規則第２条第１号但書による。 

第７条（補則） 

 この規則の変更は理事会の決議を経て社員総会の決議をもってする。 

 

附 則 

 この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。 

 

改正履歴 

 平成２９年１２月７日 

 令和２年１２月１日 

 令和６年１２月５日 


